
コミュニティ監視介入は汚職を減少させることができ
る。すべてではないが、いくつかのケースでは、保健と
教育においてプラスの効果があった。今後の研究で
は、効果的な介入に関する、状況とデザインに関する
理解が必要になる。

レビュー研究は何を行ったのか？
サービス提供における汚職と非効率的な資源配分
は、低・中所得国で広がっている。コミュニティ監視介
入（Community monitoring interventions : CMIs）はこ
の問題に対処することを目指している。コミュニティに
は、サービス提供を監視すること、つまり提供者や対
象となる政治家へフィードバックするために提供者の
実績の観察・評価に参加する機会が付与されてい
る。

このレビューではコミュニティ監視介入が汚職とサービ
ス提供の成果のアクセスと質に対して与える効果に
関するエビデンスを評価している。レビューではま
た、CMIが汚職やサービス提供の成果の変化に影響
するメカニズムや、地理的領域、所得水準、介入が
実施された期間の長さなどの緩和要因についても検
討している。

どのような研究が含まれているのか？
汚職に対する効果について評価するために、ここで含
まれる研究は実験的デザインもしくは疑似実験デザイ
ンのどちらかをとる必要があった。メカニズムと調節要
因について評価するために質的研究も含まれた。

このレビューでは、23の異なるプログラムによる介入の
効果に関する15件の研究が評価された。研究は、ア
フリカ（6件），アジア（7件），中南米（2件）で実施され
た。大部分の研究は、教育部門におけるプログラム（9
件）に焦点を当てていて、次いで健康（3件），インフラ
（2件），雇用促進（1件）であった。

コミュニティ監視介入は、市民
と提供者の間で直接的接触が促
進されたとき、より効果的であ
る可能性がある
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コミュニティ監視介入は汚職を減少させることができ、
サービスを向上させる可能性がある

このレビューについて
このキャンベル系統的レビューは、汚職の抑制
におけるコミュニティ監視介入による効果につい
て評価している。このレビューでは15件の研究
から得られた結果（7件はアジア、6件はアフリ
カ、2件は中南米で行われた）について要約し
ている。
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このレビューにおける主な結果は何か？
コミュニティ監視介入は汚職を減少させることができ
る。CMIは公共医療の利用も促進するが、就学や中途
退学については有意な効果はないことがわかってい
る。また、健康サービスの待ち時間については改善が
みられなかったが、年齢ごとの体重については改善さ
れた。一方で子どもの死亡率については改善がみられ
なかった。試験の得点で測定した教育成果には有益な
効果があった。

CMIによって市民がサービスと提供者や政治家と直接
的に接触する機会を促進された場合、また市民が
サービス提供者や政治家のパフォーマンスを監視する
ツールを含む場合に、アウトカムの改善に効果的である
と考えられる。

すべてのケースにおいて、調査結果は少数の研究にも
とづいている。保健と教育に関する不均一性が調査結
果には存在している。したがって、介入の効果につい
て、なんらかの強固で普遍的な結果を導き出すことは
困難である。

どのような研究が含まれているのか？
エビデンスによって、コミュニティ監視介入は有望なも
のであることが明らかになった。つまり、CMIは効果的で
あるというエビデンスが存在する。しかし、そのエビデン
スは十分ではなく、介入がすべての状況でうまくいくわ
けではなく、いくつかのアプローチがほかのものよりも有
望であると考えられる。

今後の研究では、こうしたプログラムがいつ、どのように
成果を改善するうえで最も効果的であるのかを明らか
にするために、異なる状況、部門、期間の効果につい
て評価を行うべきである。監視のプロセスにおいて市民
の手助けとなるような、適切な情報とツールが必要で
ある。CMIの効果に関するこうしたメカニズムや有効性
の適正化の研究は今後、この分野の研究において優
先されるべきである。

このレビューはどれくらい最新のものか？
このレビューの著者らは2013年11月までに発行さ
れた研究を検索した。このキャンベル系統的レ
ビューは、2016年11月に発行された。

キャンベル共同計画とは何か？
キャンベル共同計画は、系統的レビューを公開して
いる、国際的・自主的・非営利の研究ネットワークで
ある。我々は、社会および行動科学のプログラムに
関するエビデンスの質を評価し、まとめている。我々
の目的は、人々がより良い選択そして政策決定がで
きるように手助けをすることである。
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